
報告書案3.3章の作成方針
（津波を起因として想定される事故シナリオ）

• たたき台として、日本保全学会の作成した「津波対策評価ガイドライン」
より、津波を受けたプラントにおける時間的あるいは空間的な事象の推
移の記載を基に事故シナリオに関係する部分を抽出し、出来るだけその
ままの形で紹介

• 地震工学会の委員会として、必要な指摘を追加するか、あるいはまとめ
直すかは今後議論（引用する場合は、日本保全学会に転載許諾の手続
きを取る予定）

• 当初は、安全機能に沿ったシナリオを想定していたが、既に各発電所毎
に津波対策が進捗していることを考慮して、地震発生以降の時間軸及
び津波の到達レベル（空間軸）に沿ったシナリオの進展について、津波評
価ガイドラインを参考にしてまとめることとした。

• 福島第一原子力発電所の使用済み燃料中間貯蔵施設についても記載は
わずかである

• 本パワーポイント資料についても、保全学会の資料から参考となる範囲
を抜粋

3.3 津波を起因として想定される事故シナリオ
3.3.1 全体シナリオ

・シナリオの前提となる津波対策は下記の手順で実行される。

3.3.1 全体シナリオ（２）
・津波対応の必要条件

3.3.1 全体シナリオ（３）
・深層防護の考え方と想定する津波高さ

• シナリオ検討における深層防護の考え方には次の２つがある

• シナリオにおいて想定する津波高さ

• 各発電所で設定している津波の高さを第一段階の津波高さ
とし、さらに、プラント毎に、施設高さ及び施設防水性に基
づいて、電源／ヒートシンクの使用可否を左右する津波高さ
を段階的に設定してシナリオを検討する
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3.3.1 全体シナリオ（４）
・発電所構内における津波到達範囲が

順次拡大した場合のシナリオ（空間軸に沿った検討）

3.3.1 全体シナリオ（５）
・津波来襲から発生する事象の進展に沿ったシナリオ

（時間軸に沿った検討）

3.3.2 発電所構内における津波到達範囲が順次拡大した場合の想定シナリオ
津波到達想定範囲と対応策の検討（原子炉）

3.3.2 発電所構内における津波到達範囲が順次拡大した場合の想定シナリオ
津波到達想定範囲と対応策の検討（原子炉）



3.3.2 発電所構内における津波到達範囲が順次拡大した場合の想定シナリオ
標準的な仮想BWRのシナリオ（津波対策前）

3.3.2 発電所構内における津波到達範囲が順次拡大した場合の想定シナリオ
標準的な仮想BWRのシナリオ（津波対策後）

3.3.2 発電所構内における津波到達範囲が順次拡大した場合の想定シナリオ
標準的な仮想BWRのシナリオ（理想的津波対策後）

3.3.3 津波来襲から発生する事象の進展に沿ったシナリオ
（時間軸に沿った検討）と対応策－原子炉－



3.3.3 津波来襲から発生する事象の進展に沿ったシナリオ
（時間軸に沿った検討）と対応策（２）－原子炉－

3.3.3 津波来襲から発生する事象の進展に沿ったシナリオ
（時間軸に沿った検討）と対応策（３）－原子炉－

3.3.3 津波来襲から発生する事象の進展に沿ったシナリオ
（時間軸に沿った検討）と対応策－使用済み燃料プール－

3.3.3 津波来襲から発生する事象の進展に沿ったシナリオ
（時間軸に沿った検討）と対応策－使用済み燃料プール－（２）



参考：地震発生後、津波が来襲し、原子力発電所の設
備が影響を受けて炉心損傷にまで至るシナリオ(1/5)

参考：地震発生後、津波が来襲し、原子力発電所の設
備が影響を受けて炉心損傷にまで至るシナリオ(2/5)

参考：地震発生後、津波が来襲し、原子力発電所の設
備が影響を受けて炉心損傷にまで至るシナリオ(3/5)

参考：地震発生後、津波が来襲し、原子力発電所の設
備が影響を受けて炉心損傷にまで至るシナリオ(4/5)



参考：地震発生後、津波が来襲し、原子力発電所の設
備が影響を受けて炉心損傷にまで至るシナリオ(5/5)

参考：軽水型原子力発電所における津波対策

参考：安全設備の配置図


